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菖蒲南中学校の統廃合等の検討に関する説明会報告書 

（菖蒲地区の各小・中学校保護者を対象に実施） 

 

 

１ 実施日及び参加人数 

 学校名 実施日 参加人数 

① 栢間小学校 平成 30 年 11 月 20 日 34 人 

② 小林小学校 平成 30 年 11 月 27 日、28 日 23 人 

③ 菖蒲東小学校 平成 30 年 11 月 29 日、30 日 32 人 

④ 菖蒲小学校 平成 30 年 11 月 30 日 25 人 

⑤ 三箇小学校 平成 30 年 12 月 4 日、5日 41 人 

⑥ 菖蒲南中学校 平成 30 年 12 月 10 日 18 人 

⑦ 菖蒲中学校 平成 30 年 12 月 12 日、13 日、14 日 11 人 

※各説明会は、保護者懇談会等の前後に実施 

 

 

２ 主な意見や質問の概要 

 

①栢間小学校保護者 

 

・スクールバス運行など通学の安全対策に関する意見（複数） 

（統合決定後に、防犯灯等が整備されたり、信号や横断歩道がついたりするのか疑問だ。

そのような状況ならば、スクールバスを運行すべきではないか。／市がスクールバス

を出すと言えば、保護者も前向きに検討できるのではないか。／スクールバスの運行

や安全対策などの条件を明示した上で賛成、反対を決めていかないと、いつまでも平

行線のままではないか。／中学校まで約５km となる栢間地区に新しい人が入ってく

るために必要である。など） 

⇒埼玉県や警察等の関係機関や市の関係課と連携し、市で出来る限り通学路の安全対策

を進めていきたいと考えている。 

 

・アンケートで反対の意見が多かったらどうするのか。 

⇒菖蒲南中学校の今後の考えると、子どもたちの教育環境や学校運営等で課題が生じる

懸念があることから、引き続き検討を進めたいと考えている。 

 

・資料には、「検討していく」と書かれているが、具体的に決まるのはいつなのか。 

⇒統合までの準備期間を２年間予定している。その間に、保護者や地域代表者等による

検討会などで協議していただく予定である。 

 

資料１ 
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・平成３１年３月末までに統廃合の方向性を決定する場合のスケジュールは。 

⇒１１月末から１２月にかけて関係学校へ保護者対象の説明会と共に保護者へアンケ

ート調査を行い、その結果を１月中に保護者へ報告する予定である。また、それらの

結果は、統廃合等の審議をしている市立小・中学校学区等審議会へ報告し、審議会に

は、３月上旬頃までに統廃合の方向性に関する答申を出していただきたいと考えてい

る。 

 

・統合した場合、制服や部活動のユニフォームは、保護者負担となるのか。 

⇒保護者への過度な負担が掛からないように協議していきたいと考えている。 

 

・統合時の３年生だけ菖蒲南中のまま卒業させるという考え方はないのか。 

⇒現時点では、平成３２年度をもって菖蒲南中学校を廃止し、平成３３年度から菖蒲中

学校と統合する案について検討している。 

 

・教育委員会から子どもたちに説明する場は持たないのか。 

⇒現時点で、直接意見を聞く予定はないが、保護者を通じて、子どもたちの意見や考え

を伝えていただきたい。なお、統廃合の方向性が決定後、子どもたちに不安な点や期

待する点などを聞いていきたいと考えている。 

 

・統廃合しない場合のメリットとして、通学の安全性があるのではないか。３学級でも

統合を希望しない理由は通学の不安が大きいからである。 

 

②小林小学校保護者 

 

・通学路の安全対策や防犯対策に関すること（複数） 

⇒統合までの間に出来る限り防犯灯の設置や安全対策ができるように市の関係課や埼

玉県と協議していきたいと考えていることを説明 

 

・統合した場合の菖蒲中学校と菖蒲南中学校の教員の割合について 

⇒統合時の人員配置は、両校の教員が一定の割合で統合後の学校へ勤務できるように配

慮したいと考えていることを説明 

 

・統合した場合、授業の方法などは菖蒲中学校に合わせるのか 

⇒統合時に差が生じないように、現段階から菖蒲中学校と菖蒲南中学校で協議し、両校

の教育課程のすり合わせを進めていく考えであることを説明 

 

・統廃合の方向性は、アンケート調査の結果で決まるのか。 

⇒アンケート調査は、保護者の意向を把握するために実施するものであり、結果は、学

校統廃合等の適否について諮問している市立小・中学校学区等審議会へ資料提供し、
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審議の参考にしていだくものである。 

 

・統合して新しい学校をつくるということか。また、このことについて、菖蒲中学校区

の保護者はどのように思っているのか。 

⇒教育委員会の方針は、統廃合に伴う新しい学校をつくり、統廃合の方向性が決定後、

校名や制服等について検討していく考えであること、菖蒲中学校区の各小中学校の保

護者へもアンケートを実施するので、意向を把握したいと考えている。 

 

・アンケートで反対意見が多かった場合は、統合しないという考えもあるのか。 

⇒菖蒲南中学校は３学級となることが見込まれており、学校運営や教育上の課題が大き

くなると考えられることから、引き続き、保護者等の意見を伺いながら検討していく

必要があると考えている。 

 

・スクールカウンセラーの人数は増やしてもらえるか。 

⇒環境変化に伴う子どもたちの心理面を考慮し、検討していきたいと考えている。 

 

③菖蒲東小学校保護者 

 

・小学校から中学校へ進学する際の戸惑いがあるので、小学校段階で交流する事を考え

てほしいという意見 

 

④菖蒲小学校保護者 

 

・アンケートの実施内容に関する質問 

⇒保護者に対して統廃合の賛否のほか、統廃合に関する意見を伺うことを説明 

  

※その他、地域住民の方から菖蒲中学校は１学年３学級であり、菖蒲中学校だけを考え

れば統廃合する必要はない。また、学校は少人数でも近い方がいいと思うので、統廃

合は性急に進める必要はないのではないかという意見あり。 

 

⑤三箇小学校保護者 

 

・意見及び質問なし 
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⑥菖蒲南中学校保護者 

 

・なぜ、平成３３年度に統廃合ということを考えているのか。 

⇒菖蒲南中学校の学級数の現状や今後の見込みを考慮すると早急な対応が必要と考え、

平成３３年度の統廃合を一つの案として検討していることを説明 

 

・統合時に中２、中３となる小５、小６の保護者の意見はどの程度尊重されるのか。 

⇒統合時の該当学年ということで尊重したいと考えている。 

 

・平成３１年３月の段階で、統廃合の方向性を決定するのか。  

⇒平成３３年４月に統廃合する場合の目標時期として示している。 

 

・検討の進め方に関する意見（複数） 

（準備期間が短いのではないか。限られた期間で色々な課題を解決できるのか。／具

体的な回答がないと、統廃合に対して賛成か反対か意見が分かれるのではないか。

／具体的な回答がない状態で、統廃合が決まっても教育委員会への不信感が募るば

かりで、納得できない。／統廃合の方針を決定する平成３１年３月までに保護者が

納得できるものを提示できるのか。など） 

⇒具体的な回答ができるように調整を図っていく旨を説明 

 

・統廃合の時期が伸びる可能性はあるのか。 

⇒平成３３年４月は一つの案であり、可能性としてはあることを説明 

 

・他市の例と比較すると、統廃合の方針決定後の準備期間（２年間）は急ぎすぎではな

いのか。時期を示さずに統廃合の検討を進めるやり方もあるのではないのか。 

⇒菖蒲南中学校の今後の状況（１学年１学級）という教育環境を見据えると、緊急性が

高いと考えている。 

 

・小林小学校と栢間小学校の６学年の保護者の間では、制服や部活動のユニフォーム等

の学用品は全額支給してほしいという意見で一致している。また、ほとんどの保護者

は、いままで出された意見のような理由から平成３３年度の統合に反対の意見である。 

 

⑦菖蒲中学校保護者 

 

・統合した場合の制服や通学路はいつ決定するのか。 

⇒統廃合の方向性が決定後、新校設立検討会等で協議、決定していく考えである。 

 

・統廃合は必要なことと考えているとの意見あり。 


